数学C Progress 新訂版　ルーブリック評価規準表
１章　ベクトル
1節 平面上のベクトル
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ベクトルの内積や成分表示から，三角形の面積を求めることができる。
	ベクトルの内積の性質を理解し，大きさとなす角，成分表示のいずれを用いた表現でも求めることができる。
	2つのベクトルが等しいこと，ベクトルの和，差，実数倍について正しく理解できている。また，成分表示されたベクトルについて，その大きさ，和，差などの演算を正しく行うことができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	に示された項目に加え，内積から2つのベクトルのなす角などを求めることができる。
	に示された項目に加え，ベクトルを2つの平行でないベクトルに分解することができる。
	ベクトルの和，差，実数倍や，成分表示されたベクトルを正しく図示することができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



2節 ベクトルの応用　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，円をベクトル方程式で表すことができる。
	直線をベクトル方程式で表すことができる。また，成分表示に着目し，媒介変数表示で表すこともできる。
	内分点・外分点や三角形の重心の位置ベクトルを表すことができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　3点が一直線上にある条件を，ベクトルを用いて表現することができる。
Ⅱ　位置ベクトルを用いて，図形の性質について考察することができる。
Ⅲ　条件を満たす点Pの存在範囲を図示することができる。

３節　空間のベクトル　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	球面の方程式を求めることができる。また，球面の方程式から中心の座標や半径，座標軸を含む平面との交わりを求めることができる。
	空間のベクトルについて，和，差，実数倍や内積などを求めることができる。
	座標空間における2点間の距離を求めることができる。また，空間のベクトルの大きさを求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	ベクトルを用いて，空間における直線や平面の方程式について考察することができる。
	直線と平面の共有点の位置を，ベクトルを用いて表現することができる。
	座標空間における点の位置を正しく表現できる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。




２章　複素数平面　　　
１節　複素数平面
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ド・モアブルの定理を累乗の計算などに活用することができる。
	に示されたことに加え，複素数を極形式で表すことができる。
	複素数平面上の点が表す複素数を判別できる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示されたことに加え，方程式で表された図形を求めることができる。
	に示されたことに加え，複素数の乗法・除法を複素数平面に置ける回転と拡大・縮小としてとらえることができる。
	複素数平面上に複素数の表す点を図示することができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。





３章　平面上の曲線　　　
１節　２次曲線　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，2次曲線と直線について，共有点を求めることができる。
	に示された項目に加え，与えられた方程式から放物線・楕円・双曲線の焦点などの特徴を調べることができる。
	図示された図形が放物線・楕円・双曲線のいずれであるか判別できる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，2次曲線の平行移動について考察し，座標平面上に図示することができる。
	に示された項目に加え，
，，の表す曲線を座標平面上に図示することができる。
	放物線・楕円・双曲線を表す方程式を具体的に例示できる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　媒介変数表示と極座標
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，曲線の直交座標における表現と，極方程式での表現を書き換えることができる。
	に示された項目に加え，簡単な媒介変数表示された曲線について，どのような曲線か求めることができる。
	，の形で曲線が表せることが理解できる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　放物線や円の方程式を媒介変数表示することができる。
Ⅱ　座標平面上の点を極座標で表すことができる。
Ⅲ　極方程式で表された図形について考察することができる。




４章　数学的な表現の工夫　　
１節　離散グラフと行列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，行列の積が計算できる。
	に示された項目に加え，行列の成分，行，列，相等について理解している。
	図形がひと筆がきできるかどうかの判別ができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，離散グラフを行列で表し，課題の考察に活用することができる。
	に示された項目に加え，離散グラフで表された図形の頂点や端点について整理できる。
	「ケーニヒスベルクの橋」の問題を図に表せることが理解できる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　いろいろなグラフによる表現　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	レーダーチャート，パレート図，バブルチャートのすべてについて，その特徴を理解することができる。
	レーダーチャート，パレート図，バブルチャートのいずれか2つについて，その特徴を理解することができる。
	レーダーチャート，パレート図，バブルチャートのいずれか1つについて，その特徴を理解することができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，収集したデータをどのようなグラフで表現するか検討することができる。
	レーダーチャート，パレート図，バブルチャートのいずれか2つまたは3つすべてについて，そのグラフを用いた考察ができる。
	レーダーチャート，パレート図，バブルチャートのいずれか1つについて，そのグラフを用いた考察ができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



